
議員氏名：一石 洋子 

議案番号：議案第５２号、議案第５３号一括討論 

案 件 名：二宮町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する

条例 

二宮町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正す

る条例 

討論内容： 

私は本議案に対して賛成の立場で討論いたします。 

長年求められてきた、こども性暴力防止法が、今年の１２月に施行されることに係る今般の条例

議案ですが、日本版ＤＢＳの仕組みをいかに実装するのか、さらに大きく課題のある法案であるこ

とは、子どもの人権の専門家である弁護士の訴えるところです。 

例えば、対象範囲。学校や保育所などは義務対象とされる一方、学習塾やスポーツクラブなどの

民間事業所は、任意の認定対象。業態ごとの不均衡や、適用外の隙間が生じる。また、前科、つまり、

プライバシーや更生機会への配慮から、確認対象は裁判で有罪が確定した前科に限定されており、

不起訴処分や初犯のケースは把握できないということ。つまり、子どもの人権を最優先する制度設

計となっていないこと。 

また、現場の運用負担とコストもかかります。小規模な事業者や習い事の現場において、厳格な

情報管理体制や、照会手続を行うための運用コスト、人手不足の不安が非常に懸念されています。

日常的な見守り、監督体制といった複合的な対策が、本当に必要になるわけです。 

今般の条例文にある現場の措置、これの困難についてはしっかり町で調査して、明らかな課題を

国に上げていくことを求めて、賛成討論といたします。 


